
夏は野辺山で
研究の伝え方を考えよう

２０１7年８月7日～9日（合宿型集中講義）
国立天文台野辺山キャンパスにて開催 １単位
対象：総研大および他大学の大学院生（修士課程・博士課程 全学年対象）
総研大生には交通費・宿泊費のサポートがあります　総研大以外の院生の方でも受講料はかかりません
理系・文系問わず、研究の発信に関心の有る方、是非ご参加下さい

授業内容：
研究者の情報発信
アウトリーチ
マスメディアを知る
など
演習では各自の研究を社会に向けて
発信する具体的な文章を作成します

総合研究大学院大学　学融合レクチャー

「科学コミュニケーション」

詳細・申込み方法は授業WEBサイト をご覧下さい。
http://www.nibb.ac.jp/communication/lecture/

総研大で学術広報を担当している教員や、マスメディア（ＴＶや新聞）の
現場で働く講師による実践的な授業と実習です。

受講生の声：

「自分の研究がどのように社会や報道と関係しているか考えられた点が良
かったです。」

「分野の違う人に向けて書く＆説明する練習ができました。」

「作文指導はとても勉強になった。」

「科学を人に伝える意味、難しさ、楽しさを垣間見る事ができました。」

担当講師：
倉田智子（総研大／基生研）・眞山聡（総研大）・山岡均（総研大／国立天文台）・平田光司（総研大 /KEK）
森田洋平（OIST）・高橋真理子（朝日新聞社）・泉大知（ワック株式会社）



申込〆切は7月１８日（火）です

総合研究大学院大学　学融合レクチャー
科学コミュニケーション　（2017年8月7日～9日）

スケジュール




